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0  x において 0)(  xf であり、単調増加である。 

数学的帰納法により、すべての nについて、
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0  nu を示す。 
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0 1  u であるから、 1n のとき成立。 

kn  のとき、
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0  ku と仮定すると、 )(1 kk ufu  であるから 
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したがって、 1 kn でも成立。以上により示された。(証明終) 
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21 uu  のとき 012  uu  01
2

1  u  10 1  u  

10 1  u のとき、すべての nについて、 10  nu を示す。 1n のとき成立。 

kn  のとき、 10  ku と仮定すると、 )(1 kk ufu  であるから 1)1(0 1   fuk  10 1  ku  

したがって、 1 kn でも成立。 

すべての nについて、 10  nu であるから、①より 01  nn uu  1 nn uu  

 

21 uu  のとき 012  uu  01
2

1  u  11 u  

11 u のとき、すべての nについて、 nu1 を示す。 1n のとき成立。 

kn  のとき、 ku1 と仮定すると、 )(1 kk ufu  であるから 1)1(1  kuf  11  ku  

したがって、 1 kn でも成立。 

すべての nについて、 nu1 であるから、①より 01  nn uu  1 nn uu  

 

以上により、(ii)が示された。(証明終) 


